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ＵＣオイルリサイクル業における屋内外作業の負荷
軽減策と高齢者が70歳まで健康で意欲を持って働け
る人事賃金制度・能力開発制度の構築に関する調査
研究
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リサイクル
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　１．ソフト面の研究成果の概要

　　(1) 安全衛生意識の醸成策立案と災害防止の工夫

　　(2) 職場の安全衛生と実務対策の基本マニュアル 

　　(3) 安全・衛生委員会の役割と活動の強化推進

　　(4) 職場風土診断の実施

　　(5) 部署別職務遂行ガイドの設定と業務チェックリストの策定

　　(6) 高齢者の勤務形態を多様化

　２．ハード面の研究成果の概要

　　(1) 廃油荷降ろし作業負荷低減のための支援機器の導入

　　(2) バケツ洗浄作業負荷低減のための洗浄作業の改善 

　　(3) ドラム抜缶作業負荷低減のための支援機器の導入

　　(4) 廃油ペール缶潰し装置の導入

　１．ソフト面の研究の内容と結果

　　(1) 安全衛生意識の醸成策立案と災害防止の工夫

　　(2) 職場の安全衛生と実務対策の基本マニュアル

　　(3) 人材育成ガイドの作成

　　(4) 高齢者の勤務管理

　　(5) 高齢者の賃金制度

　２．ハード面の研究の内容と結果

　　(1) 現状調査・分析

　　(2) 問題点と改善の指針

　　(3) 改善案の策定

　　(4) 改善案の試行・効果測定

　１．ソフト面のまとめ 

　２．ハード面のまとめ

Ⅰ　研究の背景、目的

Ⅱ　研究成果の概要

Ⅲ　研究の内容と結果

Ⅳ　まとめ

　１．事業の概要

　２．高齢者雇用状況

　３．研究の背景、課題

　４．研究のテーマ・目的

　　(1) ソフト面の研究テーマ・目的

　　(2) ハード面の研究テーマ・目的

　５．研究体制と活動

　　(1) 研究体制

　　(2) 研究活動
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Ⅰ　研究の背景、目的

１．事業の概要

　当社は大手スーパー、ファストフード、ファ

ミリーレストランや外食大手チェーン店業界

の廃油を収集・加工して飼料及び油脂製品化

（バイオディーゼル）をしているリサイクル

事業者である。安全・安心・信頼という経営

理念のもと廃食用油の回収と完全リサイクル

が当社の基本事業である。

　創業は45年前、1965年（昭和40年）。廃食

用油のリサイクル「資源の再活用」により地

球の綺麗をお手伝いするという信念のもと、

平成12年にISO14001認証取得、平成19年に

は広島営業所を開設するなど、業容を拡大し

現在従業員数50名を超える体制にある。

　現在新工場の建設を同じ近郊地域に計画

し、具体的に動いている。地球資源の回収と

リサイクル事業の需要がますます増大してい

る中、当社では安全で安心できる衛生的な作

業環境づくりが求められている。と同時に成

長する企業規模に伴い積極的な人材育成が求

められている。

２．高齢者雇用状況

　当社の定年は満60歳となっており、その後

本人が希望すれば、65歳まで雇用する再雇用

制度を導入している。現在の従業員数は53名

で、再雇用者も含めた45歳以上の中高年者比

率は、全従業員の約21％を占めるようになっ

ている。中でも55歳～ 59歳４名（約7.5　％）、

60歳～ 65歳が３名（約６％）、と大変高齢化

してきており、66歳以上の従業員も２名（約

４％）雇用している。また、今後５年間で４

名の従業員が定年を迎えることになり、いっ

そう高齢化が進むものと考えられる。

３．研究の背景、課題

　廃油回収運搬など仕入れ部門及びその原資

材の加工製造など現業部門、生産物である飼

料や肥料、油脂製品などの販売を行う一連の

事業は、総務部・営業部・運輸生産管理部・

製造部・油リサイクル部門間の仕事の機動的

合理的調整や連携が今後、さらに求められて

いる。出荷の際には、油脂の分析試験を行い、

要求される規格を満たしたものを飼料用油

脂・工場用油脂として出荷している。

　現在は、早朝に廃油回収部門の収集車が走

り、正午にかけて本社工場に運搬（交通渋滞

を避けるための措置）している。そのため一

斉に荷卸しをしたり、加工製造ラインへの運

送が一定の時間に集中することが常態となっ

ている。

　この荷卸し・運搬の屋外作業は若い体力の

ある者が主体だが、若年層の応募が少なく人

員不足となっており、高齢者も採用し、従事

してもらっている。

　しかしながら、高齢者の職務としては非常

に負担が大きく、春・秋の気候温暖期には勤

務も長続きするが、夏・冬になるとほぼ全員

が退職してしまい、その都度募集採用をして

いるのが現状である。

　今後も少子高齢化が進行し、若年労働力の

確保がますます困難となることが見込まれる

中で、事業拡大による受注増に対応していく

ためには、高齢者が長く定着して働くことが

できるように現場作業の環境を改善していく

必要がある。

　また、体力的・肉体的な負担の解消だけで

なく、安心して安全に作業が進められるよう

な安全衛生管理体制や顧客満足・従業員満足

を目指した職場活性化の教育研修体制の充

実、人事労務管理体制の見直しに取り組むこ

とで、高齢者がいきいきと働きがいを持って

70歳を超えても元気に働ける工場にするため

の調査・研究に取り組みたいと考えている。

４．研究のテーマ・目的

（１）ソフト面の研究テーマ・目的

イ．安全衛生意識の醸成策立案と災害防止

の工夫

　日頃はルーチン配送運搬作業に追われ現

植田油脂株式会社
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場での不安全状態、不具合箇所の点検など

は個人任せとなっており、組織的・計画的・

継続的な取り組みは万全ではなかった。そ

こで作業の基本となる労働安全衛生を確保

するために、安全衛生委員会の役割機能を

充実させて現場労働者の健康を確保する組

織づくりを高齢者・管理監督者一体となっ

て推し進める取り組みを工夫することにし

た。また職場における安全や健康・衛生の

意味を主体的に考えるため「労働安全マネ

ジメント」のシステムを取り入れ、現業員

に理解を促し、職場巡視活動の徹底がなさ

れるような責任主体を構築していきたい。

　特に感覚機能が低下している高齢者に対

する企業の安全配慮義務が重要な折、「労

働安全マネジメント」の職場浸透を図るた

めの手作りマニュアルに取り組んでいきた

い。

　不注意・不用意・あるいは怠慢といわれ

るような行動を極力なくし災害防止に結び

つける行動習慣と職場の風土作りを研究す

る。

ロ．次代を担う人材育成と能力開発

　当社の主力を占める製造現場では老若問

わず職人的な気質が蔓延している。例えば、

廃油を回収してくる大型タンクローリーの

ドライバーは、運転席に１人乗って、何か

所かの得意先廃油集積場所に行き、回収し

て自社施設に戻ることを日課としており、

同僚とのコミュニケーションをとり、メン

バー全員で仕事を行うということを苦手と

している。

　また組織間の連携・協調や上司部下間の

指示指令系統の統一感がやや希薄なところ

もあるので部署ごとの業務遂行基準（ガイ

ド）作りが人材育成の課題とされている。

また一人ひとりがキャリアアップできるよ

うに日常業務の評価チエックリストを作成

し社員の実務能力の開発を促したい。

ハ．高齢者の勤務形態　

　高齢者が働きやすい多様な雇用形態の検

討と働きに見合った賃金処遇制度の構築を

行う。今後、特に60歳以上の高齢労働力を

現場作業に配置して営業受注に対応できる

ようにするためには、個人のワーク・ライ

フ・バランスを考えた多様な雇用形態（例

えばフレックス勤務制、短時間勤務制度、

パート制など）を選択肢として用意、条件

面など整備する必要がある。

（２）ハード面の研究テーマ・目的

　当社事業は、主に食用廃油のリサイクルを

行っている。その業務サイクルとしては、収

集→加工→飼料化→出荷が主なプロセスと

なっている。その際に使われる廃油缶（ペー

ル缶・ドラム缶）は、一缶20ｋｇ以上と大変

重く、高齢者が作業するには大きな身体負担

となっている。

　そこで、本研究では、そのような重量物の

取扱いに関する作業負荷を低減する支援機器

を導入することで、高齢者により働きやすい

労働環境を整備し、また新たな職域を開発す

ることで、高齢者が長く勤務できる条件整備

を行いたい。

イ．廃油荷降ろし作業負荷低減のための支

援機器の導入

　契約先の飲食店から回収されてきた廃油

の入った缶を配送トラックから降ろす際

に、缶をトラックから人力で受け渡し、荷

降ろしを行っている。そのため、従事して

いる高齢者にとっては、たいへん身体負荷

の大きな作業となっている。そこで、廃油

荷降ろし作業の負荷を低減する支援機器を

開発し、高齢者が大きな身体負荷なく、作

業できるよう改善を行う。

ロ．バケツ洗浄作業負荷低減のための洗浄

作業の改善

　回収された廃油を処理した後、空になっ

たバケツを洗浄している。このバケツは、

客先との通い容器として使用されており、

洗浄後客先へ返却される。そのため、バケ

ツ用洗浄機で洗浄しているが、作業負荷が

大きく、高齢者では作業が困難となってい

る。

　そこで、新たに改良したバケツ洗浄機を

開発し、導入することで高齢者が容易に従

事できるようにする。

植田油脂株式会社
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ハ．ドラム抜缶作業負荷低減のための支援

機器の導入

　ドラム缶で回収されてきた廃油を処理槽

に投入するために、廃油の入ったドラム

缶を人力で横倒しして、中の廃油を処理

槽に投入しているが、その重量が180ｋｇ

と大変重いため、高齢者では行えない作業

となっている。そこで、作業負荷なく、ド

ラム缶の廃油を排出できる支援機器を開発

し、高齢者が従事できるようにする。

ニ．缶潰し装置の導入

　ペール缶で回収されてきた廃油を処理し

た後、そのペール缶については、外部の処

理業者に有償で引き取り処理を依頼してい

る。今回、そのペール缶を自社で処理する

装置を開発、導入することで、高齢者が従

（２）研究活動

　研究体制として、内部研究者に２名の外部

研究者を加え、ソフト面、ハード面各々研究

活動を実施し、毎月１回研究活動の状況、結

果の報告、その後の活動の検討などを行うた

め研究会を開催した。

事できる職場を開発することとする。また、

自社でペール缶を処理することで、その処

理したペール缶を販売することができ、新

たに高齢者を雇用するための費用も確保で

きる。

５．研究体制と活動

（１）研究体制

　本研究は、取締役総務部長を研究責任者と

し、計５名の内部研究者を選任し、現状の課

題解決に向けて、労使双方で取り組むことが

できる研究体制とした。

　さらに、本研究の強力な推進・指導を仰ぐ

べく、外部研究者２名を加えて、総勢８名で

研究活動に当たった。

植田油脂株式会社
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１．ソフト面の研究成果の概要

（１）安全衛生意識の醸成策立案と災害防止

の工夫

　職場周辺のリスクを総点検し、集めた情報

を分析して作業環境や作業そのものの危険予

知やリスク防止対策を考えた。職場の不安全

場所、不安全作業と実際の事故事例などから

高齢者の作業環境の整備及び体力的精神的負

荷を軽減できるハードの導入を検討、各付帯

設備の研究に結びつけた。

　安全衛生意識の高揚と職場への定着は容易

にはいかない。頭では理解できるが忙しい日

常業務に埋没し、油断や思い込み、自信過剰

が安全衛生意識の継続的計画的な取組みにブ

レーキをかけている。安全衛生意識の職場へ

の浸透は、不安全業務や健康に良くない習慣

にきちんとした叱責の司令塔がなければなら

ない。当社では安全衛生委員会を立ち上げ、

ライン管理者との連携協力で災害防止策を計

画的に実施する体制を整えた。

　研究の流れは、

　イ.現状調査・分析

　わが職場に求められる安全・衛生の任務や

役割を踏まえて、職場の今期の安全衛生目標

（重点課題）を設計した。

（２）職場の安全衛生と実務対策の基本マニュ

アル

　危険箇所における災害防止策、基準化やマ

ニュアル類、ミーティングの際の手引きなど

次の骨子を内容とする職場の安全衛生と実務

対策の基本マニュアルを作成した。

イ．従業員の衛生（健康）管理がなぜ重要

なのか

ロ．職場における衛生・健康管理の意味と

責任主体

ハ．労働者の健康を確保する組織づくり

～安全衛生委員会の役割と活用～

ニ．労働者の健康を維持する労務管理とは

ホ．事故が起こった時　緊急マニュアル　

安全の基本

ヘ．安全衛生委員会での課題捜し　→　周

知事項一覧検討表

ト．安全作業のやり方（ＴＷI ／ＪＳ）

チ．安全な作業を進めるための手引きの作

り方

リ．安全衛生委員会実施要領

（３）安全衛生委員会の役割と活動の強化推進

　職場を輪番でパトロールをする体制をつく

り、災害防止に向けた効果が上がっているか

どうかを検証するための安全衛生委員会の機

能強化と検討事項の周知化策を検討した。

　一方、安全衛生意識の着実な浸透に結び付

けていく体制づくりには、安全や衛生活動の

推進・健康増進に対するトップの理解と取組

みが必要である。当社はそのために安全衛生

委員会の職能権限を明確にした。また安全衛

生意識の向上及び災害防止のための計画書・

実績書により、今期の安全衛生目標（重点課

題）や方針から計画された具体的な進捗状況

を判定することにした。

Ⅱ　研究成果の概要

 

 

 
 

 

 

ロ . 問題解決のための支援機器設計までの

フロー

ハ . 安全衛生意識の向上及び災害防止のた

めの計画書・実績書



178

植田油脂株式会社

（４）職場風土診断の実施

　業務の遂行実態や職場の風土などについて

アンケート調査をし、業務の効率、改善、改

革に対する意見を吸収した。工場の安全衛生

管理、作業負荷軽減と職場環境の改善、そし

て何よりも私たちの働きがいのある職場の実

現を目指すために、現状の把握と分析を試み

た。

　このアンケートでは、職場（会社）の活力

を次の４つの側面から捉えた。

　結果としては、良好とされる声がいずれも

過半数を超え、とりわけ③Ｍ機能に至っては

７割近い者が良い方だとしている。反面相対

的に①Ｐ機能、②Ａ機能が低めに出ている。

　なかでも③Ｍ機能のなかで「上下のコミュ

ニケーションが円滑にいっていない」とする

声が少なからずあったのが懸念された。

（５）部署別職務遂行ガイドの設定と業務

チェックリストの策定

　風土診断で現れたものの中から部署間の責

任権限や指揮命令の範囲がややあいまいであ

ること、業務連絡や報告、情報や状況の共有

の面でやや問題があることが分かった。これ

を踏まえ、会社が期待する行動・責任の定義

を明文化し、自社の人材モデル基準をしっか

り確立しておくことにした。つまり期待要件

である。

　社員がその所属する立ち位置で仕事をし、

かつ業務の遂行を自身でチェックできる仕組

みを提示した。業務チェックリストは所属１

～３の一般職と同４～６の管理監督職で評価

項目は異なり、上位の所属には「リーダーシッ

プ」及び「組織運営」の項目を問うことにし

た（図表２）。

図表１　職場風土診断結果

図表２　業務チェックリスト
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（６）高齢者の勤務形態を多様化

　今回のハード導入で高齢者の職域が確保で

き、かつ体力的負荷について大きな軽減効果

が見られた。今後定年を迎える継続雇用者や、

高齢パートタイマー及び期間雇用者に対し、

個人の生活設計に応じた勤務のシフトや処遇

の形態を整備することで70歳まで全員がいき

いきと働ける職場が確保できる。

　その骨子は、

イ．缶潰しプレス機の高齢者職場の実現と

職域拡大

ロ．荷降ろし作業現場における交代制勤務

ハ．時間給制・日給制の賃金制度

ニ．高齢者職場における職務充実策

であり、これらを勘案し勤務形態のコースを

検討、用意した。

２．ハード面の研究成果の概要

（１）廃油荷降ろし作業負荷低減のための支

援機器の導入

　配送トラックに積載された廃油缶（ペール

缶・１缶当たり約20kg）をトラックの荷台

から人力で受け渡し、荷降ろしを行っている。

そのため高齢者が作業するには大変大きな作

業負荷となっている。そこで本研究では、ト

ラックの荷台と同じ高さの受け台とそれに連

結する昇降台を開発し、大きな作業負荷なく

荷降ろしができるように改善した。

（２）バケツ洗浄作業負荷低減のための洗浄

作業の改善

　空バケツを洗浄する際に、洗浄機にバケツ

を投入するが、洗浄ラインを通過させるのに

洗浄機の入口から順次バケツを中へ押し込ん

でいくという方法で洗浄している。そのため

バケツが多く連なると、押し込むために腕力

が必要となり、高齢者では作業が大変困難と

なる。そこで本研究では、洗浄口の入り口か

ら排出口まで自動送り機能を搭載したバケツ

洗浄機を開発し、ほとんど腕力を必要とせず

バケツ洗浄ができるよう改善した。これによ

り、従来高齢者では作業困難であった洗浄工

程に高齢者の職場が開発できた。

（３）ドラム抜缶作業負荷低減のための支援

機器の導入

　ドラム缶の中の廃油を処理槽に投入する

ために、ドラム缶を横倒ししているが、約

180kgの重量のドラム缶を横倒すのは、大変

大きな身体負荷がかかり、腰痛や事故の危険

性があり、高齢者では作業ができない。そこ

で本研究では、身体負荷なくドラム缶を傾斜

できる装置及びドラム缶を横倒しせずに、ド

ラム缶内の廃油を排出させる機器を開発し

た。このことにより、従来高齢者では、まっ

たくできなかった作業が可能となり、高齢者

が新たに従事できる職場が開発できた。

（４）廃油ペール缶潰し装置の導入

　従来廃油処理が終わったペール缶は、有償

で回収業者に処理依頼をしている。今回、そ

の空になったペール缶を自社で処理し、処理

後のペール缶を販売することとした。そこで、

作業負荷もなくペール缶を処理する装置を開

発した。その結果、また新たに高齢者が従事

できる職場が開発できた。

　以上のように、従来の身体負荷が大きい職

場の作業改善及び新たな職場創造ができたこ

とで、高齢者が働く職場が多く開発でき、高

齢者が長く働ける環境整備ができたといえ

る。
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Ⅲ　研究の内容と結果

１．ソフト面の研究の内容と結果

（１）安全衛生意識の醸成策立案と災害防止

の工夫

　①職場の安全チェックシート、②ヒヤリ

ハット事例調査票、③現場用５Sチェックリ

ストを使って職場周辺のリスクを総点検し、

集めた情報を分析して作業環境や作業そのも

のの危険予知やリスク防止対策を考えた。

イ．整頓と無理な作業姿勢の改善

　5Sについては品目表示や量表示が徹底し

ておらず、また通路の区画線がないなど整

頓面での問題点が指摘された。重量物の運

搬では高低差のある位置からの上げ下げ、

滑りやすい足元など不安全箇所が浮き彫り

になった。作業姿勢の面では、立位・座位

の繰り返し、前傾姿勢や中腰での作業が多

く、腰痛の原因となる無理な作業姿勢を改

善する必要がある（図表３参照）。

ロ．運搬中や積み降ろし時での事故

　ヒヤリハットの調査から最も多い事例

は、運搬中及び積み降ろし時での事故で

あった。内容としては、

・ドラム缶がパレットから落ちそうに

なった。

・足が滑って転倒しそうになった。

・台車から廃油缶がこぼれ落ちた。

・廃油を抜缶していたとき、滑って足の

上に落ちた。

など、運搬途中や処理作業中での事故ない

し危険予知であった。

　これらの点検や現状把握から作業負荷軽

減につながる支援機器設計を研究、導入す

ることにした（ハード面を参照）。

　また、職場に求められる安全・衛生活動

推進の任務や役割を踏まえて、安全衛生委

員会の権限の明確化とライン管理者との連

携のシステムをフロー表で表すことにし

た。

1 2 3 4 5

6 3

作業面高

取扱い・
運搬

作業場所
つまずきやすかったり、障害物などが散乱していないか 段差や障害物などはないか

全体 全体のばらつきをみる（件数を記入） 11

20 室内の照明は適切か 作業場所の照明のバランスやルクスは充分か ●

●

●18

温度調整は適切か 足下が寒かったり、体が火照るようなことはないか

●

19

17 作業場所の床は滑りやすいことはないか 油や水などで床が滑りやすいことはないか

●16 物の移動距離は最小になっているか 移動距離は合理的に設定されているか

●

●

15 物は水平に移動されているか 移動先の高さが異なっていないか

14 無理な持ち上げ姿勢はないか ひざを伸ばしたまま上体だけで持ちあげていないか

●13 運搬は楽に行われているか 運搬器具を活用しているか

●12 高い位置に物が置かれていないか 物をとるときに背伸び状態になっていないか

●

8 椅子の高さは適切か 不自然な姿勢になっていないか

●

●

●7 作業面の高さは適切か 作業内容に応じて調整されているか

11 低い位置に物が置かれていないか 持ち上げるときに前かがみにならないか

10 荷物箱（ボックス）は持ちやすい形になっているか 取っ手などの手がかりはあるか

●

9 ステップの高さは適切か 高すぎたり、低すぎたりしないか

●6 ひねりの動作はないか 上体のみをひねる動作がないか

●

●

●前傾姿勢になっていないか 前かがみの苦しい姿勢になっていないか

2 局部使用の作業がないか

作業姿勢

1 立位・座位の頻繁な変化はないか 立ったり座ったりが繰り返されていないか

3

4 中腰の姿勢になっていないか ひざが曲がった中腰のなっていないか

採　点

●

採点の判断

無理な作業 NO チェック項目 チェック内容

身体の一部だけが使用されていないか

5 その他の無理な姿勢がないか 背伸びや仰向けの姿勢はないか

不適切な箇
所・人名

●

職場名 採点者

チェックリスト

（現場用）

採点 前回採点 年 月 日

／100 ／100 ・ ・

１：劣悪

２；かなり問題がある

３：やや問題がある

４；おおよそ適切である

５；適切である

図表 3　無理な作業姿勢のチェックリスト集計表
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　ハ．安全衛生委員会及び各ライン管理者の安全衛生活動実施要領
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（２）職場の安全衛生と実務対策の基本マニュアル

企業における衛生管理と労務管理

１）、従業員の衛生（健康）管理がなぜ重要なのか

法令を遵守したうえで、品質と価格で競争しなければならないマーケットにおい

て、企業が生き抜いていくためには具体的な成果を上げられる良質な労働力の確

保・維持が必要不可欠となっている。
 

 
 

  
  
 

 

従業員の健康管理がなぜ必要なのか

現在の雇用環境

終身雇用制の崩壊

技術革新の急激な発展

業務処理のスピード化

労働者の身体・精神に関わる負担は

一層大きくなっており、その負担か

ら健康を害してしまう。

●業務処理の低下

●周囲の負担が増加

●職場の雰囲気に影響が及び活力が

低下

●発症した労働者からの訴訟

 

  
  
 

 
 

 

  

 

 
 

 

 



184

植田油脂株式会社

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  

 
 
 

. 

 
 

 

 

 
 

  
  

  
  

  
 

 

  

 

２）、職場における衛生・健康管理の意味と責任主体
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３）、事故が発生したとき　緊急マニュアル　安全の基本
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４）、安全衛生委員会での課題捜し　　周知事項　一覧表
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①　こぼした者が直ちに取り除く。

②　多量の場合は皆で協力してすくいとる。

①  デッキブラシでこぼれ箇所をこする。

②  固まりはヘラで取り去る。

③  お湯に溶かした液状の石鹸を周囲にまく。

①  デッキブラシでこすったところにお湯をまく。

②  お湯は熱湯なので、バケツ湯容量は７～８分で

　　運ぶ。

③　ゴム手袋の破れをチェック！！

①  液状の石鹸水で汚れをまんべんなく洗い流す。

②  水かきで排水溝までしっかり流し水を持っていき、

　　ふき取る。
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（３）人材育成ガイドの作成

　社員が自己の能力レベルを向上させ職場に

おける自己に課せられる期待要件に応えられ

るように人材育成基準を作成した。

　またこの日常業務の遂行結果をチエックす

るリストを策定し、仕事の進め方や仕事の

フィードバックに活用することにした。

＜社員・管理職の業績評価チェックリスト＞
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図表４－１　社員・管理職の業績評価チェックリスト

図表４－２　社員・管理職の業績評価チェックリスト

採点：組織部門の管理職に該当する者は、（7）能力開発、（9）仕事の理解は適用せず、 (11)リーダーシッ

プ、（12）組織運営項目を適用のこと

（４）高齢者の勤務管理

　定年後の高齢者の生活設計は、個人のワー

ク・ライフ・バランスの問題が前提になる。

従って定年前の６か月前程度の期間をもって

本人とよく話し合って決めることにした。継

続雇用及び更新の際に、高齢者本人の意欲

や能力の持続程度を参考にするため、継続・

更新の基準（プロダクティブ・エイジング・

チェックリスト）（図表５）を策定した。
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役

立

ち

４

要

件

図表５　プロダクティブ・エイジング・チェックリスト

図表６　勤務シフトや能力に応じた期待給加算表

　働く時間も、午前・午後など４～５時間半

日制や月・水・金などフレックス勤務制など

の工夫もある。当社は現在のところ派遣・ア

ルバイト・契約社員・正社員含め60歳以上の

高齢者が製造現場の清掃やプレス機操作、荷

降ろし作業等に従事しているが、元気で健康

であるならば70歳まで働くことは勤務の形態

など工夫次第で容易に実現できる。

　今後、プレス機を使った缶潰し業務の増大

次第では、高齢者職場に生まれ変わる可能性

もあり、ワークシェアリングの考え方も導入

しながら短時間勤務制度やフレックス勤務制

度も導入する。

（５）高齢者の賃金制度

　シルバー人材センターからの派遣受け入れ

者を含め、今後、高齢者の処遇体系も勤務の

シフトや人材能力に応じて一定の給与区分が

必要とされる。一例として定額基礎給に会社

からの期待給加算の基準を考察した。

イ．60歳台の賃金決定の考察例

　「時間給設定タイプ」の金額から一定額

（基礎給）を分離し、期待評価によって加

算するものである（図表６）。
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２．ハード面の研究の内容と結果

（１）現状調査・分析

イ．疲労調査

　作業における現状の疲労度を調査するた

めに、産業疲労研究会日本産業衛生学会が

作成した「自覚症しらべ」を活用した。

　この調査は、作業における疲労状況を経

時的変化としてとらえ、作業の改善に役立

てることを目的としている。調査は作業の

進行に伴って繰り返し行い、調査時点は、

廃油荷降ろし作業では、始業時、昼食休憩

後、終業時に、バケツ洗浄作業では、始業

時、昼食休憩前、15時休憩後、終業時に実

施した。

　自覚症しらべは、５つの群別に評価し、

以下の５つの群別に合計スコア（またはそ

れを５で除した平均値）を求め、群別に疲

労状況を評価した。

Ⅰ群　ねむけ感：　ねむい、横になりたい、

　　　あくびがでる、やる気がとぼしい、

　　　全身がだるい　

Ⅱ群　不安定感：　不安な感じがする、

　　　ゆううつな気分だ、おちつかない気

　　　分だ、いらいらする、考えがまとま

　　　りにくい

Ⅲ群　不快感：　頭がいたい、頭がおもい、

　　　気分がわるい、頭がぼんやりする、

　　　めまいがする

Ⅳ群　だるさ感：　腕がだるい、腰がいた

　　　い、手や指がいたい、足がだるい、

　　　肩がこる

Ⅴ群　ぼやけ感：　目がしょぼつく、

　　　目がつかれる、目がいたい、目がか

　　　わく、ものがぼやける

① 廃油荷降ろし作業

　支援機器導入前の「自覚症しらべ」結

果を図表７に示す。

図表７　廃油荷降ろし作業疲労自覚症しらべ

　図表７の結果から、特に腕や腰が痛いと

いう身体疲労を表わすⅣ群（だるさ感）に

ついて、始業時から終業時にかけて著しい

増加が見られた。増加が見られた。

② バケツ洗浄作業

　支援機器導入前の「自覚症しらべ」結

果を図表７に示す。
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〇 □ Ｄ ▽ ｍ 個 秒 ｋｇ

1 ◎ 5 4 20 100 1 15 リフト操作を誤って人や物に当てない

2 ◎ 3 2 3 24 6 60
斗缶やペール缶を人や物に当てたり足

元に落とさないように注意する

3 ◎ 3 2 10 30 6 60 手を滑らせて下に落とさないようにする

4 ◎ 3 2 10 30 6 60 鉄蓋をする際に指を挟まないようにする

5 その上に同じように２５缶並べて行き、鉄蓋をする（２段目） ◎ 3 2 10 30 5 50 作業２と４に同じ

6 ◎ 3 2 10 30 6 60 作業２と４に同じ

7 ◎ 15 1 45 1450 1 25 リフト操作を誤って荷崩れに注意

8 作業１～７と同じ

9 ◎ 1 1 30 15 1 4 手を滑らせて下に落とさないようにする

10 油を濾した天かすをザルで専用容器に入れて行く ◎ 1 1 30 2 1 1

11 ◎ 3 1 20 30 4 40 油や洗剤で滑らないようにする

（合計） 37 375

　　　【搬送距離評価点】

０ｍを超え１ｍまで　：　評価点　１点

１ｍを超え３ｍまで　：　評価点　２点

３ｍを超え５ｍまで　：　評価点　３点

５ｍを超え１０ｍまで　：　評価点　４点

１０ｍを超えた　　　　：　評価点　５点

０ｋｇを超え２ｋｇまで　：　評価点　１点

２０ｋｇを超えた　　　：　評価点　５点

５ｋｇを超え１０ｋｇまで　：　評価点　３点

２ｋｇを超え５ｋｇまで　：　評価点　２点

１０ｋｇを超え２０ｋｇまで　：　評価点　４点

作
業
名

作業のポイント・安全上の注意
点

１～７の作業を回収車１３台終了後迄継続する

運
搬
距
離

天かすがでてくれば、天かす置き場に置く

負
荷
指
数

廃
油
荷
降
ろ
し

作業の合間に天かすを網付きのドラム缶に中身を移して濾す

作
業
姿
勢
の
評
価

数
量

負
荷
重
量

作業内容

その上に同じように２５缶並べて行き、鉄蓋をする（３段目で１パレット）

作業用具等を片づけ、作業周辺を清掃する

時
間

選別しながらパレットに降ろしている廃油が１段２５缶並んだら鉄
蓋をする（１段目）

工程

加
工
・
作
業

検
査

停
滞
・
手
待

貯
蔵

運
搬
・
移
動

１パレット出来あがり後、リフトで置き場所に移動させる

【負荷重量評価点】

リフトで地面にパレットを並べて置く

帰社後の回収車の積荷である廃油入りの斗缶やペール缶を油種
別、容器別に選別しながらパレットに降ろしていく

　　負荷指数＝姿勢評価指数×重量×搬送距離

図表８　バケツ洗浄作業における自覚症しらべ

図表９　改善前廃油荷降ろし作業分析表

　図表８の結果から、特に身体負荷を表わす

Ⅳ群について、始業時～昼食休憩前、15時

休憩後～終業時にかけて増加が見られた。

　また、始業時から終業時にかけて、疲労が

増加傾向にあることもわかった。一方、昼食

休憩前～15時休憩後にかけて、疲労が減少

しているのは、作業が一旦午前中で終了して

いるためであると思われる。

ロ．作業分析

①廃油荷降ろし作業

　改善前作業の詳細を調査するために、廃

油荷降ろし作業について、作業分析を実施

した。その改善前の作業分析結果を図表９

に示した。
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　負荷指数は、作業姿勢評価点×重量評

価点×搬送距離評価点で評価した。その

結果、トラックからの廃油缶荷降ろし作業

が大きな作業負荷があることがわかった。

　その作業の様子を写真１に示す。なお、

作業姿勢評価には、長町三生氏作成の作

業姿勢区分ごとの評価表を使用した。

 

②バケツ洗浄作業

　改善前作業の詳細を調査するために、バ

ケツ洗浄作業について作業分析を実施し

た。改善前の作業分析結果を図表10に示す。
　改善の結果、バケツを洗浄機の入り口

に手で押しこみ、順次押し込んでいく作

業に大きな作業負荷があることがわかっ

た。その作業の様子を写真２に示す。

③ ドラム抜缶作業

　改善前作業の詳細を調査するために、

ドラム抜缶作業について、作業分析を実

施した。

　その結果、大きな作業負荷があること

がわかった。また、事故発生のリスクも

大きい作業である。

　そのため、現在は高齢者が作業できな

い職場となっている。

その作業の様子を写真３に示す。

植田油脂株式会社

写真１　廃油缶荷降ろし作業（改善前）

写真２　バケツ洗浄作業（改善前）

〇 □ Ｄ ▽ ｍ 個 秒 ｋｇ

1 ◎ 0 - 120 0 1 1

2 ◎ 0 - 1 0 1 1

3 ◎ 1 1 10 1 4 4 転倒に注意する

4 ◎ 1 1 10 20 5 25 向きをそろえてゆっくり押し込む

5 排出口からバケツを取り出し、バケツを重ねる ◎ 0 1 10 1 4 4 汚れが落ちているか確認する

6 ◎ 0 - 300 0 2 2

（合計） 17 37

　　　【搬送距離評価点】

０ｍを超え１ｍまで　：　評価点　１点

１ｍを超え３ｍまで　：　評価点　２点

３ｍを超え５ｍまで　：　評価点　３点

５ｍを超え１０ｍまで　：　評価点　４点

１０ｍを超えた　　　　：　評価点　５点

　　負荷指数＝姿勢評価指数×重量×搬送距離

０ｋｇを超え２ｋｇまで　：　評価点　１点

２０ｋｇを超えた　　　：　評価点　５点

５ｋｇを超え１０ｋｇまで　：　評価点　３点

２ｋｇを超え５ｋｇまで　：　評価点　２点

１０ｋｇを超え２０ｋｇまで　：　評価点　４点

バケツを洗浄機入口に手で押し込み、順次押していく

工程

加
工
・
作
業

作
業
名

バ
ケ
ツ
洗
浄

作業のポイント・安全上
の注意点

【負荷重量評価点】

水槽に水を張る

洗浄機のスイッチをＯＮする

作
業
姿
勢
の
評
価

数
量

負
荷
重
量

作業内容

フィルターのゴミを取る

時
間

運
搬
距
離

空になったバケツを洗浄機まで運ぶ

負
荷
指
数

検
査

停
滞
・
手
待

貯
蔵

運
搬
・
移
動

図表10　改善前バケツ洗浄作業分析表
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④廃油ペール缶処理

　廃油ペール缶は、廃油を処理後、処理

業者に引き取り依頼をしているが、自社

内において廃油ペール缶を処理する支援

機器を導入することで、高齢者の職域開

発を検討した。

（２）問題点と改善の指針

　これまでの調査分析・検討の結果、廃油荷

降ろし作業、バケツ洗浄作業、ドラム抜缶作

業には大きな作業負荷があることがわかっ

た。そして、その問題点の抽出と改善の指針

について検討した。

　また、廃油ペール缶を処理するための支援

機器導入の指針について検討した。

イ．廃油荷降ろし作業

廃油荷降ろし作業において廃油ペール缶の

植田油脂株式会社

写真３　ドラム抜缶作業（改善前）

問題となる作業内容 改善するための機能 具体的な機構・構造 全体構造 効果予測

約２０ｋｇの廃油缶を荷
台から人力で地面に置か 人力を使用しないで、廃油缶を 動力による昇降機能を持った　楽な姿勢で帰社後のトラック　作業未経験の高齢者も

れているパレット上に降 パレットに降ろせる 昇降機 　から一斗缶をパレットに移動　容易に作業ができ、無理

ろす作業 　させる 　な姿勢も無く力を使わず
　作業ができる

大きな作業負荷なく、自動昇降機油を利用することで、摩擦係数　楽な姿勢で帰社後のトラック
に搬送できる を小さくして、スライドさせて、　から一斗缶をパレットに移動

搬送きる台 させる

図表11　問題解決のための支援機器設計までの流れ（廃油荷降ろし作業支援機器）

荷降ろしには大きな身体負荷がかかること

から、人力で缶を持ったり、上げ降ろした

りせずに荷降ろしができるような支援機器

を開発することとした。

ロ．バケツ洗浄作業

　バケツを洗浄する際に、手で押し込みな

がら順次洗浄をしていくことから、腕や肩

に大きな負担がかかるため、手でバケツを

押し込まなくても、洗浄ラインを通過させ

ることができる自動搬送ラインを搭載した

洗浄支援機器を開発することとした。

ハ．ドラム抜缶作業

　180kgの重量の廃油が入ったドラム缶を

人力傾斜させて横倒しにする作業は、腕や

肩、腰に大きな負担がかかり、また危険な

作業でもある。そこで、人力でドラム缶を

傾斜させることなく中の廃油を排出するこ

とができる支援機器の開発を行うこととし

た。

ニ．廃油ペール缶潰し作業

　廃油ペール缶を作業負荷なく、容易に高

齢者が作業できるような支援機器を開発す

ることとした。

（３）改善案の策定

　改善の指針に基づき、具体的に課題（要求

する仕様）を設定し、支援機器の開発を行っ

た。

イ．廃油荷降ろし作業における「自動昇降

機付き廃油ペール缶降ろし支援機器」の開

発

　廃油荷降ろし作業における支援機器開発

のための課題設定から開発までの流れを図

表11に示した。
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　今回の支援機器開発に当たり、廃油回収

トラックの荷台から、廃油ペール缶を自動

昇降台へ移動させるための方法を考案する

のに試行錯誤をおこなった。トラックの荷

台にはそれほど大がかりな機器を搭載する

ことはできず、できるだけ簡易でかつ作業

負荷を伴わないものが要求されたが、こぼ

れている油の滑りを利用することで、ペー

ハ．ドラム抜缶作業における「安全かつ容

易に廃油を排出できる支援機器」の開発

ドラム抜缶作業における支援機器開発のた

ニ．廃油ペール缶潰し作業における「自動

ペール缶潰し支援機器」の開発

　廃油ペール缶潰し作業における支援機器

ル缶を容易に昇降台まで滑らせることがで

き、移動することができた。

　ロ．バケツ洗浄作業における「バケツ自

動搬送機構付き洗浄支援機器」の開発

バケツ洗浄作業の改善のための支援機器開

発のための課題設定から開発までの流れを

以下に示す。

めの課題設定から開発までの流れを以下に

示す。

開発のための課題設定から開発までの流れ

を以下に示す。
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（４）改善案の試行・効果測定

　策定した改善案に基づき、支援機器を試作導

入し、その改善効果を測定した。

イ．廃油荷降ろし作業における自動昇降機付

き廃油ペール缶降ろし支援機器の効果測定

〇 □ Ｄ ▽ ｍ 個 秒/個 ｋｇ

1 ◎ 3～5 2 5 100 1 3  水平に中心に置く

2 ◎ 10 0 10 0 1 5 作業台にきちんと停車する

3 ◎ 2 1 2 15 4 32 油をこぼさない様にする

4 ◎ 1 1 3 15 1 4 油をこぼさない様にする

5 ◎ 1 1 5 20 1 4 手を挟まない様にする

6 ◎ 0.5 25 15 0 1 1 上下を間違わないようにする

7

8 ◎ 5～8 1 20 1450 1 20 パレットを倒さない様にする

（合計） 10 69

　　　【搬送距離評価点】

０ｍを超え１ｍまで　：　評価点　１点

１ｍを超え３ｍまで　：　評価点　２点

３ｍを超え５ｍまで　：　評価点　３点

５ｍを超え１０ｍまで　：　評価点　４点

１０ｍを超えた　　　　：　評価点　５点

２ｋｇを超え５ｋｇまで　：　評価点　２点

作
業
名

作業内容

工程

１０ｋｇを超え２０ｋｇまで　：　評価点　４点

２０ｋｇを超えた　　　：　評価点　５点

負
荷
指
数

廃
油
荷
降
ろ
し

負荷指数＝姿勢評価指数×重量×搬送距離

【負荷重量評価点】

０ｋｇを超え２ｋｇまで　：　評価点　１点

トラックドライバーが荷台から1斗缶を流して来る

昇降台上のパレットに1段25缶の斗缶を並べていく

1段25缶並んだら蓋をする

昇降台を1段分リモコンで下げる

５ｋｇを超え１０ｋｇまで　：　評価点　３点

重
量

3～6の作業を続けて3段の1パレットを完成させる

1パレット完成後リフトで置き場に運搬する

　リフトでパレットを昇降台の上に乗せる

帰社後のトラックが荷降ろし作業台に着ける

作
業
姿
勢
の
評
価

作業のポイント・安全上の注意点

加
工
・
作
業

検
査

停
滞
・
手
待

貯
蔵 運

搬
距
離

数
量

運
搬
・
移
動

時
間

　支援機器を導入し、作業分析を行うことに

より、その効果を評価した。その作業分析表

を図表12に示す。また、支援機器導入後の

作業を写真４に示す。

図表12　改善後廃油荷降ろし作業分析表

　その結果、改善前に比べ作業姿勢の評価

合計も大幅に改善（改善前合計37→改善後

合計10）し、負荷指数合計も大幅に改善（改

善前合計375→改善後合計69）された。

　ロ．バケツ洗浄作業におけるバケツ自動

搬送機構付き洗浄支援機器の効果測定

　支援機器を導入し、作業分析を行うこと

により、その効果を評価した。

写真４　廃油缶荷降ろし作業（改善後）

写真５　バケツ洗浄作業（改善後）

　その結果、改善前に比べ作業姿勢の評価

合計も大幅に改善し、負荷指数合計も大幅

に改善された。支援機器導入後の作業を写

真５に示す。　
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ハ．ドラム抜缶作業における安全かつ容易

に廃油を排出できる支援機器の効果測定

　支援機器を導入し、作業分析を行うこと

により、その効果を評価した。

　その結果、ドラム缶を挟み回転させる機

器とドラム缶の中の廃油を吸引する機器の

いずれも改善前に比べ作業姿勢の評価合計

も大幅に改善し、負荷指数合計も大幅に改

善された。

　また、安全面についても人力によるドラ

ム缶転倒の作業がなくなったため、事故の

発生するリスクは、ほとんどなくなった。

支援機器導入後の作業を写真６及び写真７

に示す。

ニ．廃油ペール缶潰し作業における自動

ペール缶潰し支援機器の効果測定

支援機器を導入し、作業分析を行うことに

より、その効果を評価した。

　　その結果、人力で作業する内容は、わ

写真６　ドラム抜缶作業（改善後）①

写真８　廃油ペール缶潰し作業

写真７　ドラム抜缶作業（改善後）②

ずか１kg程度の空の廃油ペール缶を１個ず

つ支援機器に投入するだけで、身体負荷も

作業姿勢も全く問題ないことがわかった。

支援機器導入後の作業を写真８に示す。

植田油脂株式会社



199

１．ソフト面のまとめ

　安全や衛生面での事業主の責任が最近、と

くにクローズアップされてきた。法令に違反

して刑罰を科せられるというだけでなく、安

全配慮義務違反の有無の面が労務管理面でリ

スクとなる。

　その意味で労働安全衛生法の遵守や安全衛

生管理体制の充実が当社の労働マネジメント

システムの導入によってしっかりと定着して

いくものと信じている。

　本研究で安全衛生意識がかなり向上した。

危険箇所や不安全作業等の発見やその解決に

は普段の職場巡視活動が欠かせないこと、現

場の重労働の負荷を軽減するには“皆でその

原因を分析し解決策を考え実行すればでき

る”という意識が芽生えたのは本研究の大き

な成果である。

　人材育成策の制度確立については、実務経

験・知識技能の蓄積がより責任の大きい職務

や重い役割につながるという制度を設けた。

具体的には各職位や実務経験に応じてグレー

ドアップする部署別業務遂行基準が社員のめ

ざす行動ガイドとして機能してくれるものと

期待できる。

　高齢者には安心しかつモチベーションを維

持しつつ働き続けられる職場を提供する必要

がある。フレックス勤務、短時間勤務制度及

びワークシェアリングの方法を取り入れた勤

務の導入はワーク・ライフ・バランスを考慮

した高齢者活用のモデルとして大いに期待し

ている。

２．ハード面のまとめ

　ハード面の研究では、高齢者にとって作業

負荷の大きい作業について、その改善に取り

組んだ。

　その結果、作業負荷の大幅な低減が図れ、

高齢者にとって働きやすい作業環境の整備が

実現できた。

　また、従来高齢者が従事することができな

Ⅳ　まとめ

かった作業についても支援機器を導入するこ

とにより、高齢者が作業することが可能と

なった。さらに、当社にて行われていなかっ

た処理についても、自社において処理できる

よう支援機器を開発導入したことにより、高

齢者の新たな職域の開発が実現できた。

　そして、今回の職域開発の結果、新たに高

齢者を１名採用することができた。さらに、

今後自社の従業員の高齢化が進み、高齢者が

働ける職場が必要となってくるため、本研究

を足がかりに、さらに職場改善を進め、高齢

者が活躍できる場の創生を行っていきたい。

植田油脂株式会社
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